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第１章 計画の基本的な考え方 

 

１ 子どもの読書活動推進の意義 

 

平成13 年12 月に「子どもの読書活動推進に関する法律（平成13 年法律第 

１５４ 号）」が公布、施行され、子どもの読書活動が「言葉を学び、感性を磨 

き、表現力を高め、創造力を豊かなものにし、人生をより深く生きる力を身につ 

けていく上で欠くことのできないもの」であることが記されています。 

また、同法に基づき報告された「子どもの読書の推進に関する基本的な計画」 

のなかでは「読書は、子どもたちが自ら考え、自ら行動し、主体的に社会の形成 

に参画していくための必要な知識や教養を身に付ける重要な契機となる」と記さ 

れており、読書活動は知的活動の基礎であると同時に、人格の形成・能力の伸長・ 

社会参画を促すものであるとされています。 

熊本県の「第五次肥後っ子いきいき読書プラン」では、「すべての子どもがあ

らゆる機会とあらゆる場所において自主的に読書活動を行うことができるための

積極的な環境整備の推進」を基本理念とし、県、市町村、家庭、地域、学校等が，

子どもの発達段階に応じた具体的な「目指す子どもの姿」を実現するために、そ

れぞれの立場で子ども読書活動の推進に取り組むと記しています。 

＜目指すこどもの姿＞ 

乳幼児期：絵本や物語を読んでもらい、興味を示す子ども 等 

小学生期：多くの本を読んだり、読書の幅を広げたりする子ども 等 

中学生期：本の内容に共感したり、将来を考えたりする子ども 等 

高校生期：知的興味に応じた幅広い読書をする子ども 等 

高森町においても、上位計画等に記されている子どもの読書活動の重要性を認 

識し、子どもの読書活動の推進を図るべく様々な事業を展開しているところです 

が、高森町における子どもの読書活動に関する問題・課題を把握し、地域社会が 

一体となり、子どもの読書環境を計画的に整備・推進していくことが必要となっ 

ています。 

 

２ 計画の目的 

 

高森町で育つすべての子どもが、発達段階に応じてあらゆる機会とあらゆる場 
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所において、自ら本の楽しさに気づき自主的な読書活動を行うことができるよう、 

「高森町子どもの読書活動推進計画」を策定し、各関係者・各関係機関・団体と 

連携・協働して子どもの読書環境整備を進めていきます。 

 

３ 計画の基本方針 

 

（１）家庭・地域における子どもの読書活動推進 

（２）保育園・幼稚園・認定こども園・学校における子どもの読書活動推進 

（３）関係機関の連携・協働における子どもの読書活動推進 

 

４ 計画の対象者と期間 

 

計画の対象者は、0歳から18歳とします。計画期間については、令和７年度

から令和１1年度までの5年間とします。 
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第２章 高森町の子どもの読書活動の現状について 

 

１ 家庭における子どもの読書活動 

 

（１）家庭での子どもの読書について 

子どもは家庭内において言葉を学び、さまざまな体験をすることによって成 

長していきます。家庭は子どもたちにとって基本的な生活習慣を身につける場 

であり、読書を習慣づけるうえにおいても重要な役割を果たす場所でもありま 

す。しかし、核家族化、少子高齢化が加速し、情報機器の普及でデジタルネイ 

ティブ世代と言われる子どもを取り巻く生活環境が大きく変わり、家庭での子 

どもの過ごし方が時代とともに変わってきています。 

保育園・幼稚園・認定こども園に入園している子どもを持つ保護者を対象に 

実施したアンケートでは、「お子様は、ふだんよく本を読んでいると思います 

か」という質問に対する「とてもそう思う」「まあそう思う」と肯定的な回答 

は４５％でした。令和２年度に実施した「お子様は読書が好きですか」という 

質問に対して「好き」「どちらかというと好き」と肯定的に回答した割合の９ 

７．９％と比較すると、就学前の子どもの読書への興味・関心が懸念されると 

ころです。 

また、「あなた（保護者の方）は、１日平均してどれくらい本を読みますか」 

に対して平日は９３％、休日は７８％が「全くしない」「３０分未満」と答え 

ています。令和２年度のアンケートで「あなた（保護者自身）は読書が好きで 

すか」という質問に「好き」「どちらかというと好き」と８５．０％の人が回 

答していることと比較すると、保護者も読書をする機会が少なくなっていると 

のではないかと思われます。 

一方、「子どもに自分が読んだ本を薦める」に対しては３３％、「子どもに

本を買ったりプレゼントしたりする」に対しては５２％、「子どもと一緒に図

書館に行く」に対して１４％、「子どもと一緒に書店に行く」に対して２６％

の保護者が「とても当てはまる」「やや当てはまる」と肯定的な回答をしてい

ますが、これは保護者が子どもの読書習慣に何らかの対策を講じていると捉え

ることができると考えます。 

 

（２）乳幼児期の読み聞かせについて 

乳幼児期の子どもが家庭で保護者とともに絵本を楽しむことは子どもの発 
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達を促すことにつながります。また、このような乳幼児期の取組は、自ら 

本に親しむ子どもを育てるきっかけとなります。  

乳幼児を持つ保護者に対するアンケートで、本や絵本の読み聞かせを実施し

ている保護者は「とても当てはまる」が１8％「やや当てはまる」「あまり当

てはまらない」はそれぞれ４１％であり、「当てはまらない」と回答した保護

者は０％の結果から、保護者は読み聞かせの重要性を認識していると思われま

す。 

本町の取組として、子どもに本との出会いをつくり、乳幼児期における読み

聞かせの大切さを保護者に理解してもらうため「ブックスタート事業」を実施

しており、乳児健診にあわせ、６ヶ月児と保護者を対象に、絵本の譲渡やおす

すめ絵本リスト配布を行っています。 

また、令和６年度から「高森町タブレット図書館」（電子書籍）の利用を開

始しています。「幼児向けの本があることを知っている」と回答した保護者は

３３％、「お子様に本の読み聞かせをしたことがある・読み聞かせをしてみた

い」と回答した保護者は８％にとどまっていることから、「高森町タブレット

図書館」を使った読み聞かせも含め、保育園・幼稚園・認定こども園や「子ど

も第三の居場所」等関係団体と連携・協働して読み聞かせの機会を設定し、保

護者への啓発が必要です。 

 

（３）児童生徒期の読書について 

実施したアンケート調査では「あなたは読書（マンガ・雑誌、新聞、教科書

や参考書を除く）が好きですか」との質問で、「とても好き」「わりと好き」

と回答した人は、小学1～６年生及び義務教育学校１年～６年（以下小学生と

する）では７１％（令和２年度７７.4％）、中学生及び義務教育学校７年～9

年（以下、中学生とする。）では５５％（令和２年度５8.6％）、高校生では

７５％（令和２年度５8.8％）となっています。 

また、「あなたは１日にどれくらい本（マンガ、雑誌、新聞、教科書や参考

書を除く）を読みますか」の質問で、「全くしない」と回答した児童生徒は、 

    学校がある日は、小学生で２２％、中学生で（７年～９年）で４５％、高校生 

で１６％となっています。学校がない休みの日に読書を「全くしない」と回答

した児童生徒は、小学生で４０％、中学生で４０％、高校生で４０％となって

います。小学生と高校生に関しては、学校がある日の方が読書をしている傾向

があります。「この１か月何冊本を読みましたか」の質問に、「０冊」と回答

した児童生徒は、小学生で１２％、中学生で４４％、高校生で１８％となって

います。 

 一方、小学生の４９％が３冊以上、２３％が５冊以上、中学生の５１％が１ 
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～２冊、高校生の６２％が１～２冊読んだと回答しています。アンケートは１ 

２月下旬から１月中旬までに実施され、アンケートに回答した時期もよります 

が、読書活動に対しての二極化が見受けられます。 

また、令和2年度に実施した「読書（マンガ、雑誌を除く）をしますか」と 

    の質問では、小学1～６年生では８３.2％、中学生では６４.3％、高校生では 

７1.9％という結果と比較すると、中学生で読書活動が停滞する傾向は変わら 

ないということがうかがえます。 

 

２ 地域における子どもの読書活動 

 

（１）地域の子どもの読書について 

子どもたちは、地域におけるさまざまな生活体験を通して成長します。しか 

し、子どもたちが安心して自由に活動できる場が減っているのが現状です。 

また、地域のなかでは昔に比べて住民相互の助け合いが少なくなってきてお 

り、人間関係の希薄化が進んでいる状況にあります。 

日常生活の中で子どもと関わる大人達が、保護者や教職員のみに固定化され 

ることなく、地域に住む様々な世代との関わりを通して、子どもたちを育てて 

いこうとする意識と行動が必要です。 

 （２）地域における読書環境の整備について 

     子どもの読書活動に関するアンケートで、「どのようすれば、あなたはもっ 

と本を読みたくなると思いますか」の質問に「ゆっくり本を読める場所を地域 

に増やす」に対して「とても当てはまる・やや当てはまる」と回答した小学生 

は８２％、中学生は７５％、高校生は７４％です。高森町は公立図書館を有し 

ていないので、休日に読書活動ができる施設やスペースの提供に向けて、読書 

活動推進計画策定委員会で検討する必要があります。 

  

３ 学校図書館（図書室）における子どもの読書活動 

 

（１）学校図書館（図書室）の利用状況 

本町の学校図書館（図書室）運営に関しては、司書資格を持つ職員を各種研 

修会などへの参加により職員の資質の向上に努めています。 

学校図書館（図書室）の児童図書の蔵書冊数は、令和６年度12月末現在で
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町立学校は25,679冊（令和２年度末25,840冊）、高森高校20,846冊（令

和２年度末18,607冊）です。そのうち、マンガの蔵書冊数は、町立学校は

3,099冊、高森高校は2,126冊です。 

令和５年度の図書年間貸出冊（マンガ等も含む）は、町立学校と高森高校合

わせて10,822冊（令和2年度11,236冊）で、年代別延貸出者数は７歳～１

２歳が5,936冊（令和２年度8,849冊）、１３歳～１５歳が1,506冊（令和

２年度827冊）、１６歳～１８歳が3,380冊（令和２年度1,560冊）、一般

貸出冊数73冊（令和２年度488冊）となっております。このことから小学生・

一般の図書離れが懸念されます。 

 なお、『高森町タブレット図書館』の蔵書冊数は令和６年１２月末現在で、  

16,822冊、６歳から１８歳の利用者延人数は745人となっています。 

 

（２）子どもの学校図書館（図書室）に対するアンケート結果 

小学生、中学生、高校生を対象に実施した「子どもの読書活動に関するアン 

ケート」によると「どのくらい学校の図書館（図書室）に行きますか」行った 

ことがありますか」の質問対して、小学生の１０％、中学生（７年～9年）の 

２４％、高校生の２０％が「ほとんど行かない」と回答しています。一方小学

生の５８％、中学生（７年～９年）の２７％、高校生の２５％が「ほとんど毎日、

週に１～３回」と回答しています。「学校の図書館（図書室）に読みたいと思う

本はありますか」に対して、小学生の７１％、中学生（７年～９年）の６８％、

高校生の８２％が「とても当てはまる・やや当てはまる」と回答しています。ま

た、「学校の図書館（図書室）を授業で利用する」の質問に対して、小学校の７

４％、中学校（７年～９年）の５７％、高校生の６４％が「とても当てはまる・

やや当てはまる」と回答しておりますし、「読書の時間など、読書に関する活動

を取り入れている」の質問に対しては、小学生の７７％、中学生の７０％、高校

生の７８％が「とても当てはまる・やや当てはまる」と回答しています。「先生

たちは本を紹介してくれる」の質問に、小学生の７１％、中学生（７年～９年）

の４９％、高校生の７３％が「とても当てはまる・やや当てはまる」と回答して

います。 

一方、「どのようにすればあなたはもっと本を読みたくなると思いますか」の

質問に対して、「学校図書館に好む本を置く」は、小学生が９２％、中学生（７

年～９年）が８８％、高校生が８６％、「授業で図書館（図書室）を利用する」

は小学生が７９％、中学生（７年～９年）が８４％、高校生が７９％、「先生が

お薦めの本を紹介する」に対して、小学生が６２％、中学生（７年～９年）が５

２％、高校生は６６％が「とても当てはまる・やや当てはまる」と回答していま

す。 
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各校が独自に、朝の読書時間を設けたり、図書貸出冊数と期間を再検討したり、

本紹介のポップを児童生徒が手掛けたり、ビブリオバトルを実施したり、児童生

徒に購入図書のリクエストアンケートを取ったり、児童生徒図書委員が主体的な

活動に取り組んだり、様々な活動を行っています。児童生徒の読書活動を更に推

進するために、授業と連携した図書館（図書室）の運営や、小学校・中学校・義

務教育学校・高森高校の校種間の連携や県立図書館の活用なども視野に入れた取

組を検討する必要があります。 

 

４ 保育園・幼稚園・認定こども園・学校における子どもの読書

活動 

 

（１）保育園・幼稚園・認定こども園 

絵本は子どもに楽しみを与え、想像力や豊かな心を育みます。親子の心のふ 

れ合いの機会となる読み聞かせを推進していくことは、保育園・幼稚園・認定 

こども園の重要な役割でもあります。本町の保育園・幼稚園・認定こども園で 

は、毎日の生活時間割の中に絵本の読み聞かせや語りなどを積極的に組み込ん 

でいます。 

  

（２）小・中学校、高等学校 

小学校、中学校における読書活動は、学校図書館（図書室）の資料充実など

環境整備によって児童生徒の自主的・主体的学習活動を促す効果と、読書の継

続的な実施によって本を読む習慣化を図る効果など、すべての子どもに豊かな

人間性を育む上で、きわめて重要な役割を持つものです。また、デジタル教科

書の導入や、ICTを活用した授業を進めていく上で、「高森町タブレット図書

館」を利用することは機器へ対応力を高めることにもなり、非常に有意義です。 

「子どもの読書活動に関するアンケート」によると、読書を「好き」「どち 

らかというと好き」と答えた人に、好きになったきっかけはなんですかと質問 

したところ、小学生、中学生ともに「本屋さんや図書館に連れて行ってもらっ 

たから」や「学校で読書をするようになったから」との回答が多い結果となっ 

ていることから、家庭や学校での読書の習慣づけが本を好きになる契機となっ 

ていることがうかがえます。 

             

５ 関係機関の連携・協働における子ども読書活動 
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関係機関の連携・協力による読書活動 

これまでも子どもたちの読書活動を推進するため、多くの関係機関の方々に読 

書活動の振興と普及に携わっていただきました。現在も、各学校・保育園・幼稚 

園・認定こども園・ボランティア・図書館（図書室）等がそれぞれの特性を生か 

した読書活動を推進しています。また、令和７年度からは、熊本日日新聞社との 

包括連携協定に基づく「高森町タブレット図書館」を活用した読書機能も充実し 

ており、企業との連携においても推進しています。 
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第３章 高森町子どもの読書活動推進のための取組 

 

１ 家庭における子どもの読書活動推進のための取組 

 

家庭において、親子で読書を楽しみ、本と関わる時間を共有することは、子ど 

もが読書の習慣を身につけるうえで大切なことであり、保護者の読書に対する理 

解が必要です。 

子どもの発達段階に応じた読書推進事業を実施するとともに、保護者に対する 

普及・啓発を進めていきます。また、図書館（図書室）の児童図書等の充実を図 

り、家庭で読書に親しむことができる環境整備を進めていきます。 

（１）読書の啓発 

保育園・幼稚園・認定こども園・学校などでの保護者への読書の重要性につい 

ての啓発をおこない、発達段階に応じて、読書の重要性を保護者等へ伝えていき 

ます。 

（２）ブックスタート事業 

高森町で生まれるすべての赤ちゃんと保護者を対象に、健診の際におすすめ絵 

本リストの配布や絵本に関連した事業の紹介とともに絵本をプレゼントします。 

 

２ 地域における子どもの読書活動推進のための取組 

 

子どもが日々生活している地域に読書活動が広がっていくには、それぞれの地域 

の状況に応じた活動が重要になってきます。 

読書活動の普及啓発、読書ボランティアの活動場所や活動機会の提供、児童図書 

の充実、子どもの保護者等を含めた町民向け講座の実施等を図り、地域が子どもの 

読書活動を進めるための環境づくりを推進していきます。 

（１）図書に関する業務の協力体制の整備 

保護者や地域の方に、読書の重要性について認識していただくため、学校図書館 

（図書室）等に関する業務についての受け入れなど体制を整備します。（ボランテ 

ィア・ＰＴＡ・団体） 

（２）地域住民への情報提供 

地域住民へ子どもの読書活動推進に関する活動の情報を提供し、活動への理解を

深めるとともに、地域住民による協力体制の構築を目指します。 
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（３）ＰＴＡとの連携 

ＰＴＡ活動において、子どもの読書活動推進の取組に関する情報交換を行い、 

子どもたちが身近に本に親しむことができるよう環境づくりを進めます。 

（４）子育て支援センター 

      地域全体で子育てを支援する基盤の形成を図るため、子育て家庭の支援活動 

（相談事業・子育てサークル等）、児童図書の充実、地域・ボランティアグル 

ープによる読み聞かせの実施等を行うとともに、地域の子育て家庭に対する育 

児支援を行うことを目的とした、子育て支援センターを、積極的に活用します。 

 

３ 学校図書館（図書室）における子どもの読書活動推進のための取組 

 

利用者のニーズにあった幅広い分野の図書の整備を通して、自ら読書の素晴らし 

さに気づき、継続して読書に親しむ子どもの育成を支援します。 

また、読書のきっかけとなる事業を積極的に実施し、子どもたちの読書活動を推 

進するボランティアの育成にも力を入れていきます。 

（１）子どもの読書活動を推進する図書資料の充実と情報提供 

様々なジャンルの児童書の充実など子どもが読書の楽しみを発見し、読書習 

慣の形成の助けとなるよう、子どもの成長に役立つ各分野の児童図書などを提 

供します。また、本の紹介・読書に関する相談や情報提供を広報や各教育施設 

等を通じて行います。 

（２）熊本県立図書館との連携 

熊本県立図書館との連携により、図書資料の充実を図ります。 

（３）様々な事業での読み聞かせの実施 

様々な事業などでの読み聞かせを通じて、子どもにおはなしの楽しさを伝え、 

読書の習慣化を進めます。 

（４）子どもを対象としたイベントの実施 

図書館（図書室）フェスティバルなどを実施することにより図書館（図書室） 

への関心を高めるとともに、図書館（図書室）を訪れる機会をつくるように努 

めます。 

（５）子どもの読書活動に関するボランティア活動の支援 

子どもの読書を推進するボランティア、団体に対し、会合や勉強会会場の提 

供や企画事業の支援を行います。 
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４ 保育園・幼稚園・認定こども園・学校における子どもの読書活動推進の

ための取組 

保育園・幼稚園・認定こども園や学校図書館（図書室）において、子どもの発達

段階に応じた読書活動を推進し、読書習慣の形成・定着を目指します。 

また、保育園・幼稚園・認定こども園・小中学校、義務教育学校、高等学校、ボ 

ランティア、ＰＴＡ、家庭などの関係機関や団体と連携し、読書環境の整備や図書 

資料の充実を図ります。 

 

（１）保育園・幼稚園・認定こども園 

①日常保育内での読み聞かせの継続実施 

就学前の子どもの発達段階に応じ、保育園・幼稚園・認定こども園の生 

活の中であらゆる機会を捉え、読み聞かせを継続的に実施します。 

②保育園・幼稚園・認定こども園の図書の貸出 

読書に親しめる環境づくりに向け、図書の一般貸出を行なっていきます。 

③家庭との連携による読み聞かせの推進 

職員による読み聞かせを進め、子どもの読書の記録を通して保護者と職 

員の双方向でのコミュニケーションを行い、保護者に対して、読み聞かせ 

の楽しさや大切さを具体的に伝え理解を図ります。 

④図書の充実 

読書に親しめる環境づくりに努め、図書の充実を図り地域や読み聞かせ 

ボランティア等と連携を取り、より多くの人が気軽に借りられるシステム 

を構築します。 

     ⑤「子ども読書の日（４月２３日）」の趣旨にふさわしい事業を実施します。 

 

（２）小・中学校、義務教育学校、高等学校 

①一斉読書等の実施 

読書の習慣化の第一歩は、図書に触れる機会を多くもつことです。学校 

における取組として、一斉読書等を継続的に実施し、学校の特色を活かし 

た取組方法で実施できるよう努めます。 

②学校における教員等の協力体制の確立 

学校図書館（図書室）の機能を十分に発揮するためには、校内体制の確 

立が必要です。教員の図書に関する指導力向上のための研修参加や、学校 

図書館（図書室）の効果的な活用の推進に取り組みます。 

③学校図書館（図書室）の蔵書・施設・整備の充実 
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子どもたちが学校図書館（図書室）を積極的に利用し、いつでも気軽に 

図書に触れられるよう親しみやすい環境をつくる必要があります。そのた 

め、蔵書の充実や、図書館（図書室）内のレイアウト、探しやすい図書の 

配架、閲覧場所の整備充実に努めます。 

また、各学校図書等の一般貸し出しや図書の紹介（広報・高森町HP等 

を通じて）を実施します。 

④イベントの実施 

読み聞かせやブックフェスティバル、図書展などを実施することにより 

読書への関心を高めるとともに、図書に触れあう機会をつくるよう努めま 

す。 

⑤本の紹介、情報提供 

本の紹介等の掲示物、配布物を作成し、図書に関する情報の提供を図っ 

ていきます。 

⑥子どもの読書に関するニーズの把握 

アンケートを通して子どものニーズを把握するよう努めます。 

⑦図書館（図書室）の図書資源の共有化を展望した取組 

各学校等が将来的に図書資源を共有化できるようネットワークの構築 

に関する研究を進めます。 

⑧学校図書館（図書室）ボランティアの協力体制の整備 

学校図書館（図書室）の充実のため、ボランティア等の様々な協力が得 

られるよう努めます。 

 ⑨「高森町タブレット図書館」の整備 

   Society5.0社会で活躍できる児童生徒を育てるために、「高森町タブレ 

ット図書館」を活用した読書や授業に取り組みます。 

     ⑩「子ども読書の日（４月２３日）」の趣旨にふさわしい事業を実施します。 
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高森町子ども読書活動計画が果たす役割のイメージ図 

 

 

  

 

 

５ 関係機関の連携・協働における子ども読書活動推進のため

の取組 

 

現在、各学校・保育園・幼稚園・認定こども園・ボランティア等がそれぞれの特 

性を生かした読書活動を推進しておりますが、更なる関係機関の有機的な連携と協 

力が不可欠であり、情報交換・交流をより深め、地域ぐるみで読書環境の整備と充 

実を図っていきます。 

地域全体で子育てを支援する基盤の形成を図るため、子育て家庭の支援活動（相 

談事業・子育てサークル等）、児童図書の充実、地域・ボランティアグループによ 

る読み聞かせの実施等を行い、地域の子育て家庭に対する育児支援を行うことを目 

的とし、誰もが気軽に立ち寄れる子育て支援センターの活用及び、子ども文庫絵本 

館「木いちご」の積極的利用をもって、子ども達が身近に読書を楽しむ場を提供し 

ます。 

また、TPCを活用し、「子ども読書の日（４月２３日）」の周知を含め、読書活

動に関する啓発活動を行います。 
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子育て支援センター 
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第４章 施策の推進について 

 

１ 高森町の推進体制の調整等 

子どもの読書活動の推進・環境整備・普及啓発の推進については、教育分野に限 

らず、計画に関わる関係機関・団体と事前の調整や協力体制をとりながら効果的な 

施策を推進します。（高森町地域学校協働本部の活用） 

計画の推進にあたっては、「協働」という視点から家庭・地域・学校・団体など 

と行政が連携し、より効果的に施策を進めていくよう努めます。 

あわせて、町は本計画に掲げた各種施策を実施するため、必要な財政上の措置を 

講じるよう努めます。 

 

２ 成果指標と達成目標 

「高森町子ども読書活動推進計画」の実現に向けた施策を展開するにあたり、進 

捗状況や効果を把握するために、達成目標を以下の通り設定します。 

① 「あなたは読書が好きですか」と答えた子どもの割合 

 保育園・幼稚園・

認定こども園 
小学校 中学校 高校 

過去値（令和２年度） ９７．９％ ７７．４％ ５８．６％ ５８．８％ 

基準値（令和６年度） ------ ７１％ ５５％ ７５％ 

目標値（令和１１年度） ８０％ ８１％ ６５％ ８５％ 

 

② 読書をする子どもの割合 

 保育園・幼稚園・

認定こども園 

小学校 中学校 高校 

平日 休日 平日 休日 平日 休日 

過去値（令和２年度） ------ ８３．２％ ６４．３％ ７１．９％ 

基準値（令和６年度） ４５％ ７８％ ６０％ ５５％ ６０％ ８４％ ６０％ 

目標値（令和１１年度） ５５％ ８８％ ７０％ ６５％ ７０％ ９４％ ７０％ 
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高森町子どもの読書活動推進計画策定委員会設置要綱 

（趣旨） 

第１条 子どもの読書活動の推進に関する法律（平成13年法律第154号）第9条第2項

の規定に基づく高森町子どもの読書活動推進計画（以下｢推進計画｣という。）を策定

するため、高森町子どもの読書活動推進計画策定委員会（以下｢策定委員会｣という。）

について必要な事項を定める。 

（所掌事項） 

第２条 策定委員会は、子どもの読書活動を推進するための次に掲げる事項について審

議し、その結果を高森町教育委員会（以下｢教育委員会｣という。）に報告する。 

（１）家庭・地域・学校等における読書活動の推進に関する施策に関すること。 

（２）施設、設備その他の諸条件の整備・充実に関する施策に関すること。 

（３）啓発広報等に関する施策に関すること。 

（４）その他推進計画の策定に必要な事項に関すること。 

（組織） 

第３条 策定委員会の委員を次に掲げる者のうちから教育長の承認を得て委嘱する。 

（１）町内小学校・中学校・高等学校の代表 

（２）町内保育園・幼稚園・認定こども園の代表 

（３）一般町民 

（４）高森町教育委員会職員 

２ 委員の任期は、推進計画の策定が終了したときまでとする。 

（委員長及び副委員長） 

第４条 策定委員会に委員長及び副委員長を置く。 

（１）委員長及び副委員長は、委員の互選とする。 

（２）委員長は会議を主宰する。 

（３）副委員長は委員長を補佐し、委員長に事故あるときは、その職務を代理する。 

（会議） 

第５条 策定委員会は、委員長が招集する。 

２ 策定委員会は、委員の半数以上の出席がなければ会議を開くことができない。 

３ 会議の議事は、委員長がこれに当たる。 

４ 会議の議事は、出席者の過半数をもって決し、可否同数のときは、委員長の決する

ところによる。 

（報酬） 

第６条 委員の報酬については、これを支給しないものとする。 

（庶務） 

第７条 策定委員会の庶務は、教育委員会社会教育係が担当する。 
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（その他） 

第８条 この要綱に定めるもののほか、策定委員会運営に関し必要な事項は、委員長が

策定委員会に諮って定める。 

附則 

この要綱は、平成２４年４月１日から施行する。 
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高森町子どもの読書活動推進計画策定委員会委員名簿 

氏     名  役     職 所    属 

新 川  晃 英 委  員  長 高森中央小学校校長 

草 原  俊 明 委     員 県立高森高等学校長 

奈 須   勝 委     員 高森中学校校長 

梅 田  幸 博 委     員 高森東学園義務教育学校長 

山 村  咲 子 委     員 高森保育園園長 

楢木野  晃 滋 委     員 認定こども園高森幼稚園園長 

岩 下  通 江 委     員 色見保育園園長 

伊 藤  喜美恵 委     員 高森東保育園園長 

後 藤  良 子 委     員 
子ども文庫絵本館 

「木いちご」代表 

長 崎  てつよ 委     員 読み聞かせボランティアグループ 

沼 田  洋 子 委     員 読み聞かせボランティアグループ 

住 吉  美智子 委     員 読み聞かせボランティアグループ 

村 上  純 一 委     員 高森町教育委員会事務局長 

井 鍋  誉 之 委     員 高森町教育委員会社会教育係長  

木 村  あいみ 委     員 高森町教育委員会社会教育係 

安 方  菜々美 委     員 高森町教育委員会社会教育係 
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子どもの読書活動の推進に関する法律 

（平成１３年１２月１２日施行） 

 

（目的） 

第１条 この法律は、子どもの読書活動の推進に関し、基本理念を定め、並びに国及び

地方公共団体の責務等を明らかにするとともに、子どもの読書活動の推進に関する必

要な事項を定めることにより、子どもの読書活動の推進に関する施策を総合的かつ計

画的に推進し、もって子どもの健やかな成長に資することを目的とする。 

（基本理念） 

第２条 子ども（おおむね１８歳以下の者をいう。以下同じ。）の読書活動は、子ども

が、言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、創造力を豊かなものにし、人生をより

深く生きる力を身に付けていく上で欠くことのできないものであることにかんがみ、

すべての子どもがあらゆる機会とあらゆる場所において自主的に読書活動を行うこ

とがきるよう、積極的にそのための環境の整備が推進されなければならない。 

（国の責務） 

第３条 国は、前条の基本理念（以下「基本理念」という。）にのっとり、子どもの読

書活動の推進に関する施策を総合的に策定し、及び実施する責務を有する。 

（地方公共団体の責務） 

第４条 地方公共団体は、基本理念にのっとり、国との連携を図りつつ、その地域の実

情を踏まえ、子どもの読書活動の推進に関する施策を策定し、及び実施する責務を有

する。 

（事業者の努力） 

第５条 事業者は、その事業活動を行うに当たっては、基本理念にのっとり、子どもの

読書活動が推進されるよう、子どもの健やかな成長に資する書籍等の提供に努めるも

のとする。 

（保護者の役割） 

第６条 父母その他の保護者は、子どもの読書活動の機会の充実及び読書活動の習慣化

に積極的な役割を果たすものとする。 

（関係機関等との連携強化） 

第７条 国及び地方公共団体は、子どもの読書活動の推進に関する施策が円滑に実施さ

れるよう、学校、図書館その他の関係機関及び民間団体との連携の強化その他必要な

体制の整備に努めるものとする。 
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（子ども読書活動推進基本計画） 

第８条 政府は、子どもの読書活動の推進に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図

るため、子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画（以下「子ども読書活動推進

基本計画」という。）を策定しなければならない。 

２ 政府は、子ども読書活動推進基本計画を策定したときは、遅滞なく、これを国会に

報告するとともに、公表しなければならない。 

３ 前項の規定は、子ども読書活動推進基本計画の変更について準用する。 

（都道府県子ども読書活動推進計画等） 

第９条 都道府県は、子ども読書活動推進基本計画を基本とするとともに、当該都道府

県における子どもの読書活動の推進の状況等を踏まえ、当該都道府県における子ども

の読書活動の推進に関する施策についての計画（以下「都道府県子ども読書活動推進

計画」という。）を策定するよう努めなければならない。 

２ 市町村は、子ども読書活動推進基本計画（都道府県子ども読書活動推進計画が策定

されているときは、子ども読書活動推進基本計画及び都道府県子ども読書活動推進計

画）を基本とするとともに、当該市町村における子どもの読書活動の推進の状況等を

踏まえ、当該市町村における子どもの読書活動の推進に関する施策についての計画

（以下「市町村子ども読書活動推進計画」という。）を策定するよう努めなければな

らない。 

３ 都道府県又は市町村は、都道府県子ども読書活動推進計画又は市町村子ども読書活

動推進計画を策定したときは、これを公表しなければならない。 

４ 前項の規定は、都道府県子ども読書活動推進計画又は市町村子ども読書活動推進計

画の変更について準用する。 

（子ども読書の日） 

第１０条 国民の間に広く子どもの読書活動についての関心と理解を深めるとともに、

子どもが積極的に読書活動を行う意欲を高めるため、子ども読書の日を設ける。 

２ 子ども読書の日は、４月２３日とする。 

３ 国及び地方公共団体は、子ども読書の日の趣旨にふさわしい事業を実施するよう努

めなければならない。 

（財政上の措置等） 

第１１条 国及び地方公共団体は、子どもの読書活動の推進に関する施策を実施するた

め必要な財政上の措置その他の措置を講ずるよう努めるものとする。 

附則 

この法律は、公布の日から施行する。 

 

 


